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市
 長
 
外
 
崎
 
千
 
代
 
吉
 

明
け
ま
し

て
御
目

出
度
ご
ぎ

い
ま
す
。
 

一

除
夜

の
鐘
の
昔
と

共
に
、
 一
陽
来
福
の

輝
か
し

い
、
五
所
川

原
市
が

一

生
れ
、

第
三
年
目
の

新
春

を
三
菖
八
千

市
民
の
皆
様
と

お
迎

え
し
、
 
一

園
家

の
前
途
と

市
民
の
隆

昌
を
毒
ぐ

こ
と
の
出
来

得
ま
す
こ

と
は
、
 
一
 

誠
に

御
同
慶
に

た
え
ま
せ

ん
c
 

、
 
】
 

当
市
は
、

市
制
施
行
以
来
、

建
設
計

番
を
中
心
に
、

各
種
事
業

を

進

め
て
ま
い

b

ま
し
た
が
、

昭
和

三
十
年
度
に
お
い
て

は
、
質
施

事

業
が
、

百
ニ
十
戸

・
セ
ン
ト
と
、

計
書

を
う
わ
ま
わ
り
、

し
か
も
、
 

十
二
月
六

日
現
在
に

て
、
財

政
面
を
憶
当
し

て
見
ま
し
た
と

こ
ろ
、
 

軍
年
度
で
、

二
、
三
百
菖
回
の

黒
字
が

で
る
み
と

お
し
も
つ
●
、

ま

こ
と
に
喜
ば
し

い
限
b

で
あ
り

す
ず
。
 こ
れ
み
な
、

市
民
の
皆
‘
様

の
御
支
援
の
賜

物
と
唯
々
威
謝

の
外
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

こ
の
こ
と
に

よ
つ
て
、
 当
市

の
財
政
が
、

ど
の
位
の
事
業

を
な
し

得
る
か
の
、

め
ど
も
つ
き

ま
し

た
の
で
、

今
年
度

は
充
分
な
計

書
の

も
と

に
事
 
て

は
、
線

業

を
施
行
 
像

算
五
億
 

三
千
菖
回
 

窮
り
ま
 

麟
嘱r

ー
 
器

穀

す
な
わ
  
1
 
1

，
 

年
度
ょ
b
一
 

競
貿
 
廟
卿

瑚
，
 

獲
競
 

ち
、

市
民
 
【
髄
【

・
 
五
ケ
年
計
一
 

深

い
、
農
 
定
で
お

b

一
 

業
振
興
間
 

ま
す
。
 

題

に
つ
い
 

建
設
面
に

お
き
ま
し

て
も
、

消
防
設
備
の
搬
充
、

各
種
土
木
事

業

の
整
備
、

小
中
学
校
の
増
改

築
、

青
少
年
教
育
の

た
め
の
観
光

地
「
 

綜
合
グ

ラ
ン
ド
の
建
設
、

公
管

住
宅
の
建

築
等
の

ほ
か

に
、
特
別
曾
一

計

で
は
、

水
道

水
源
第
三
期
分

の
工
事
逮

行
、
都
市
計
書
事
業

の
充
》
 

責
、
病
院
、

診
療
所
の
設

備
掻
充

等
、

多
方
面
に

わ
た
り
、

市
民
の

福
祉

増
進
の
た

め
の
事
業
逮
行

に
、

つ
と
め
た
い
所
存
で
お
り

ま
す

ま
た
、
今
年
中

に
、
至
額
圃
費

七
百
菖
園
に

よ
り
ま
す
、

法
務
支

局

の
建
設
、
皆
様
の

熱
憶
如
何
に

よ
り
ま
し
て
は
、

園
費

二
億
五
千

菖
一
 

回
に
て
電
報
電
話

局
の
建

設
も
可
能
と
な
り

ま
し
よ
う
o
 

】
 

ね
が
わ
く
は

市
民
の
皆

様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、

昨
年
に

も
増
し

て
、

立
派
な
都

市
、
す
み

よ
い
都
市

を
造
る

た
め
の
諸

事
業
完
逮

に

封
し
、

御
授
助
、

御
協
力
下

さ
い

ま
す

よ
5
、
心
か
ら
お

願
い

申
上

げ
、

新
年
の
挨
拶
に

か
え
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
 



新
年

お
芽
出

駿
う
ご

ざ
い
ま

す
。
 

日
本

国
の
象
 

徴
で
あ
り
，
又
日
本
国
民
統
合

の
象
徴
で
あ
ら
れ
る
天
皇
御
一
 家

の
御
繁
栄
と
御
健
康
を
祝
福

申
上
げ
ま
す
u
 

輝
や
か
し
き

一
九
五
大
年
を

迎
え
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
新

春
を
寿
ほ
ぐ
事
を
得
ま
し
た
事

は
、
私
の
最
も
光
栄
と
存
ず
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

御
承
知
の
よ
、
に
昨
年
は
保

守
党
の
合
同
及
社
会
党
の
統
一
 

等
国
内
に
於
け
る
二
大
政
党
が

そ
の
味m
動
を
脱
し
、
政
界
の
安

定
も
本
年
こ
そ
立
派
な
国
会
運

営
が
な
さ
れ
る
も
の
と
希
望
と

期
待
を
か
げ
て
居
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
 

又
h
市
に
あ
つ
て
は
昨
年
九

月
駿
へ
‘、議
員
の
改
選
が
あ
り
、
 

幸
に
も
私
は
杵
謙
の
御
支
援
に

よ
り
ま
し
て
、
醸
ム
議
長
の
重

貴
を
ゆ
だ
ね
ら
丹
ま
し
た
事
に

つ
き
ま
し
て
も
名
利
に
走
ら
ず

権
カ
を
培
わ
ず
、
只
ひ
た
す
ら

に
今
後
共
地
方
自
治
伸
展
の
た

め
、
専
心
徴
力
を
棒
げ
市
民
の
 

安
寧
と
福
祉
の
た
め
、
身
命
を

投
げ
う
ち
奉
公
の
万
分
の

ー
に

も
と
、
固
き
覚
悟
を
以
て
新
市

発
展
の
た
め
盤
カ
を
お
し
ま
な

い
決
心
で
あ
り
ま
す
。
 

何
卒
御
鞭
捷
下
さ
れ
ん
こ
と

を
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。
 

終
り
に
の
ぞ
み
、
新
市
の
前

途
に
栄
光
あ
れ
か
し
と
心
か
ら

御
祈
り
致
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま

十
b
 

以
上
を
以
て
私
の
年
頭
の
辞

と
致
し
ま
す
。
 

年
頭
の

辞
 

市
議
倉
議長
 仙
 
庭
築
 
八
 

市
＋
二
月
定
例
議
会
は
、
去

る
ニ
ー
三
日
午
前
十
一
時
五
十

分
か
ら
開
会
さ
れ
、
外
崎
市
畏

か
ら
提
田
議
案
に
つ
い
て
詳
細

に
説
明
が
あ
つ
て
、
 一
般
質
問

に
入
る
。
 

O
一
股
質
問
 

◇
鳴
海
議
員
 

市
財
政
に
つ
い
て
、
職
負
の

定
数
、
田
園
都
市
に
つ
い
て

◇
松
木
議
員
 

人
事
に
っ
い
て
、
水
道
給
水

に
つ
い
て
、
市
営
住
宅
入
居
に

つ
い
て
 

◇
大
久
保
薩
員
 

質
問
を
終
り
、
議
案
審
議
に
入

る
。
 

一
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例

一
部
改
正
条
例
制
定
の

件
 

一
、
五
所
川
原
有
報
酬
及
び
費

用
弁
漬
に
関
す
る
条
例
一
部
改

正
条
例
制
定
の
件
 

一
、
五
所
川
原
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
条
件

制
定
の
件
 

一
、
白
昭
和
三
十
一
年
至
昭
和

三
十
五
年
度
積
雪
寒
冷
単
作
地

帯
農
業
振
興
計
画
書
作
成
に
つ

き
議
決
を
求
め
る
件
等
は
満
場
 

の
退
職
手
当
幾
額
請
求
事
件
 

（
前
収
入
役
小
笠
凍
茂
右
工
門

の
退
職
金
に
関
す
る
も
の
）
 

一
、
五
所
川
原
市
営
公
益
質
屋

設
皿
条
例
制
定
に
関
す
る
件

右
の
二
議
案
は
重
要
問
題
な

の
で
、
訴
訟
の
件
は
、
総
務
常

任
委
員
会
に
，
公
益
質
屋
の
件

は
厚
生
常
任
委
員
会
に
附
託
し

て
調
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
 

第
一
日
目
を
終
る
。

一
 

O
ニ
＋
四
日
（
ニ
日
目
）
 
午
前

十
時
三
十
五
分
開
会
 

O
報
告
第
四
号
 

専
決
処
分
報
告
の
件

（‘
左

記
）
 
を
一
括
提案
 

一
、
五
所
川
原
市
公
営
生
宅
建

設
敷
地
買
収
に
関
す
る
件

一
、
五
所
川
原
市
起
債
及
び
償

還
方
法
の
件
 

計
に
関
す
る
件
 

一
、
五
所
川
原
市
上
水
道
起
債

及
償
遺
方
法
の
件
 

一
、
五
所
川
原
市
公
営
住
宅
建

設
敷
地
買
収
に
関
す
る
件

一
、
五
所
川
原
市
公
営
住
宅
建

設
に
関
す
る
件
 

一
、
五
所
川
原
市
立
病
院
結
核

病
棟
噌
築
に
関
す
る
件

以
上
に
つ
い
て
、
提
案
者
側

よ
り
、
そ
れ
・h、
説
明
が
お
り

質
凝
応
答
の
後
、
全
案
承
認
さ

れ
た
。
 

次
い
で
、
委
員
会
附
託
と
な

つ
て
い
る
訴
訟
提
起
に
関
す
る

件
に
つ
い
て
、
松
本
、
奈
良
の

各
委
員
畏
か
ら
経
過
報
告
が
あ

り
、
請
負
代
金
請
求
事
件
は
応

訴
、
退
職
手
当
残
〈
請
求
の
件

は
相
方
話
合
で
円
満
に
解
決
す

る
こ
と
に
、
そ
れ
L
、
決
定
り

一
、
五
所
川
原
市
議
会
選
田
監

査
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
件
は
採
決
の
結
果
否
決
さ
 

市
定

例
議
曾
 

更
生
予

算
等
議
決
 

一
、
五
所
川
原
市
上
水
道
起
債
 

及
び
償
選
方
法
の
件
 

一
、
上
水
道
拡
張
工
事
変
更
設
 

農
業
振
興
に
つ
い
て
、
機
樽
 
一
致
可
決
 

改
革
に
依
る
人
事
刷
新
に
つ
い
 
一
、
訴
訟
操
起
の
件
 

て
等
 

の
請
負
代
金
請
求
事
件
 

こ
《
に
対
し
、
参
与
か
ら
、
 
（
合
併前
建
設
さ
れ
た
飯
詰
中
 

そ
れ
l
、
答
升
が
あ
つ
て
一
般
 学
校
請
負
金
に
関
す
る
も
の
）
 

叫
 

正
 

賀
 

第 16 号 

制
定
の
件
 

一
、
松
島
中
学
校
校
舎
増
築
の
 

件
 

一
、
松
野
木
小
学
校
A
舎
改
築
 

の
件
 

一
、
七
ッ
舘
小
学
校

4
舎
増
改
 

築
の
件
 

一
、
鶴
ケ
岡
小
学
校
改
築
の
け
 

ん
 

市
 

長
 
外
 

一
、
栄
中
学
校
屋
内
運
動
場
建

築
の
件
 

一
、
五
所
川
原
市
工
事
契
約
に

関
す
る
条
例

一
部
改
正
条
例
制
 

定
の
作

（
松本
議
員
提
案
マ
 

ー
、
三
十
年
度
才
入
才
田
追
加

更
正
予
算
の
件
 

一
、
五
所
川
原
市
固
定
資
産
評

価
員
魁
任
に
つ
き
譲
会
の
同
意

を
求
め
る
け
ん
 （
長
尾勝
義
ン

以
上
満
場
一
致
で
可
決

次
い
で
前
議
会
に
於
で
設
置

さ
れ
た
、
中
川
地
区
選
挙
に
関

す
る
特
別
調
査
委
員
会
の
醐
査

報
告
が
松
太
委
員
長
か
ら
な
さ

れ
、
三
日
間
の
会
議
を
終
了
し

た
。
 

ー
 
ー
 

‘
◆
甘ハ◆
ザ
ー
 
ー
 

五
所
川
原

地
区
に
 

町
内
会
が

誕
生
 

此
の
度
五
所
川
原
地
区

（
他

・局
と
致
し
ま
し
て
は
、
決
し
て
 

店
舗
買
収
の
件
を
一
括
提
案
、
 

葛
西
委
員
長
か
ら
委
員
会
の
経

過
報
告
が
あ
り
、
活
発
な
質
凝

応
答
の
後
、
市
の
財
政
上
か
ら

保
留
と
決
定
 

一
、
国
有
地
払
下
げ
に
つ
き
議

会
の
議
決
を
求
め
る
件
 

1
、
県
営
住
宅
敷
地
 

2
、
土
一
湖
干
拓事
業
所
敷
地
 

3
、
公
営
住
宅
敷
地
 

一
、
五
所
川
原
市
起
債
及
償
還

方
法
の
件
 

ー
、
市
役
所
庁
舎
増
築
事
業
費
 

」
百
五
十
万
円
以
内
 

2
、
七
ッ
舘
小
学
校
改
築
費
 

四
百
五
十
万
円
以
内
 

3
、
松
野
木
小
学
校
改
築
費
 

五
百
大
十
万
円
以
内
 

4
、
松
島
中
学
校
及
栄
中
学

校
整
備
費
百
十
万
円
以
内
 

一
 

助
 
役

牧
 
入

・
 
役

固
定
資
産
評
価
委
員

常
任
監

査
員

線

務
 

課
長
 

市
 
畏
 

室
 
ノ
畏

厚
 

生
 
課
 

長
 

水
道
 

課

長

福
祉
事
務
所

長

藁
 
支
 
所
 

長

長
橋
支
所

長

松
島
支
所

長

飯
詰
支
所
長

中

川
支
所

長
 

1
1
1

「好

支
所

長

毘
沙
門
出

張
所
 

報
 

仏
 

巾
 

原
 

5

詔
撫
「「
裟難
灘
灘
難
 

6
、
母
子
寮
及
保
育
所
建
般
費
 
民
が

一
体
と
な
つ
て
円
満
な
る

百
五
十
万
円
以
内
 
行
政
を
運
営
し
て
行
き
た
い
と
 

7、
結
議

雄
臓

以
内
思騒
か
戦
時中
に各
町
内
に
 

8、
会
益
m屋
運
接

m
ョ
m購
誘

騒
隷
総

m
 

登
要
「
繊
響
麟
一
一
」
縛
 

一
、
予
算
外
義
務
負
担
に
関
す
 
、
告
墨

／
月
十
＼」
・
二
土
、
1
 

消消消 

防防 

防 

圏署 

長長長 

る
件
 

民
の
皆
様
と
手
を
に
ぎ
り
合
つ
 

ー
、
被
害
農
林
業
者
に
対
す
 
て
市
の
発
展
を
期
さ
ね
ぱ
な
ら
 

損
失
補
償
 

な
い
の
で
、
去
る
十
ニ
月
五
日
 

2
、
公
営
住
宅
建
築
敷
地
買
 
各
町
内
の
代
表
者
に
お
集
り
を
 

五伊r 
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政
治
的
に
又
強
制
寄
附
行
為
等

皆
様
の
御
意
志
に
反
 
て
仕
事

を
し
て
貰
う
の
で
は
な
く
、
何

処
ま
で
も
市
民
を
中
・
心
と
した

運
営
方
針
を
と
り
、
計
画
的
に

活
溌
な
機
能
を
発
揮
さ
せ
円
満

な
る
運
営
を
期
し
た
い
と
考
え

て
居
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

又

一
方
近
き
将
来
必
ず
や
田

園
モ
デ
ル
都
市
に
な
る
で
あ
ろ

う
本
市
は
、
今
後
農
業
経
営
組

織
を
も
改
著
し
生
産
の
改
良
を

計
り
毅
業
金
融
の
合
理
的
改
善

を
図
り
以
て
過
少
経
営
よ
り
生

ず
る
幣
害
を
も
除
去
し
な
け
れ

ば
な
ら
ん
問
題
に
も
直
面
し
て

お
り
、
こ
の
問
題
は
い
づ
れ
又

合
画
し
て
、
堅
実
な
る
縄
営
方

針
に
も
つ
て
行
き
た
い
と
も
考
 

数
 
育
 
長 

外工

職藤

員直 

同郎 

醜
拳
管
理
委

員

長
 

外工 

職藤
員 

一直 

同蔵 

れ
た
。
 こ
の
間
、
議
長
不
信
認

案
が
可
決
ぎ
れ
、
鹿
内
副
議
長

が
議
畏
と
な
り
議
事
を
運
営
す

る
な
ど
議
場
が
緊
張
し
た
。
 

一
、
五
所
川
原
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
の
委
員
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
件
は
満
場

一
致
で
村
上
純

一
氏
を
選
任
。
 

一
、
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
の
委
員
遇
任
に

つ
き
議
決
を
求
め
る
件
は
左
の

通
り
決
定
し
た
。
 

圏
公
益
を
代
表
す
る
者

片
 
山
 
英
 
一

秋
 
元
 
久
 
吉

平
山
武
太
郎

鳴
 
毎
 
武
 
則

長
 
尾
 
喜
 
栄

小
 
野
 
秀
 
雄

田

中
専
之
作
 

圏
医
師
を
代
表
す
る
者

三
上

亮
次
郎

小
 
野
 
徳
 
朗

橋
 
本
 
悌
 
二

三
 
上
 
克
 
比
 

圏
被
保
険
者
を
代
表
す
る
者

成
 
田
 
長
 
作

今
 

嘉
 
四
 
郎

秋
 
元
 
保
 
助
 

。
」
十
六
日
（
三
日
目
）
 午
前
 

十
時
三
十
分
開
会
 

一
、
五
所
川
原
市
営
公
益
質
屋

設
置
条
例
制
定
に
関
す
る
件

一
、
五
所
川
原
市
公
益
質
屋
条

例
制
定
の
件
 

一
、
五
所
川
原
市
公
益
質
屋
貸

付
資
金
条
例
制
定
の
件

一
、
五
所
川
原
市
公
益
質
屋
事

業
特
別
会
計
設
鳳
の
件

一
、
昭
和
三
十
年
度
特
別
会
計

公
益
質
屋
事
業
才
入
才
出
予
算

の
件
 

一
、
五
所
川
原
市
営
公
益
質
屋
 

収
 

願
つ
て
、
市
企
画
の
も
と
に
町
 
け
m
）
」
”
げ
．
大
し
と
‘
．
 

一
一
一
一

一
一
一

一
難難
難
競
麟
一
一
一
一
 

影
鯖
銀
？」琵
縫
饗
醜
穀
講
嶋
峰
慧
臨
鷲
」
禦
鷲
 

、
ど

あ
て
 
日
し

化

け
 
時
 

皇

を
 
数
年

皇
は
 

o
 
《
 
柏

原
町
内
会
会
長
 

史

け
薫
）

用
工
倉
院
驚
一
）
鴛

一

『
冒
驚
 

汝
印船も

代
鷺
（
一
一？
」
」
一
（
器
「
 

院
 
長
 
菊

部
 
長
 
針
 

外
科
整
形
外
科
 

岩
 

1
 1
 
1
 

荘
 

最
 

審
 

荘
 

！上
 
サ
 

た
 
な
を
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難
鷲
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:r
W
 

一
曹
 

膨
」
・
一
濃
m
 
 
麟
一
鷲
一
一た
m
驚
歎

胸
晶
 
熱
鷲
一
難
向
「
漂
 

代

よ
さ

は
 
日
し
 

叙
 

い
叫舞
糾
」
霧
感
贈
】
 
時

神
た
 

糾
 

●
一
一
 

奈

な
ま

べ
」
残
 

【
 
上
馴

井
町
ク
秋
 
元
 
久
 
吉
 

日
 士

曜

日

（
午
後
）
 

創

立
記

念
日
 

保

険
 

所

川
原
病
院
 

〒
 
五
 

一
 
五
 
番
 

コ 

んゆ み

・ ●

、 

O

本か

も ， 

計 費 ま

完 

天 

仏奈

が亨 『 

旭

町 川 

千華
f

代

吉 

義老四年（七＝〇年）奈良時代 

舎人親王等が日本書紀（神代から持続天皇 

までの事蹟を漢文で集成したもの）三十巻を 

完成しま Uたo 

堵
殉
」
「
れ
 
，
削

n
 
 
糾
呼
九
勧
」
い
園
 
八

脳
騒
薩
【
熱
麟
 加
部
加
胤
 
‘

」コ
 
鴨
峨

畔
知
奴
知
一
 
騎

凱
ふ

鵬
眼

」
一
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」1 

医
 
員

内
科
小
児
科
 
副
院

長
 

医
 
員

産
 
婦
 
人
 科
 

部
 
長

侵
生
保
護
法
指
定
医
 
嘱
託
 

医
 
員

放
 
射
 
線
 
科
 
部
 
長
 

休
 
診
 

日
 
曜
 
日
 

呪
 

祭
 
日
 

園
が
r
参
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五 所 川 原 3.944 4.663 8.607 

栄 856 859 1.715 

中 782 797 1.579 

松 島 1.071 1.145 2.216 

飯 詰 I.000 1.025 2.025 

三 好 847 826 1.673 

長 橋 1.061 1.071 2.132 

毘 沙 門 278 287 562 

計 9.839 I 0.673 20.512 

"
 

五所川．原市広報 日
 

月
 

年
 

n
'J
 

和
 

昭
 

営
林
局
と
市
が
共
同
調
査
を
 
五
十
一一
万
百
ニ
十
五
円
と
な
う
 
問
 
農
村
主
体
の
事
「
を
多
く
ー
 

す
れ
‘

一
応
解
決
す
る
の
で
 
て居
り
●
す
り
 
し

て
ほ
し
い
 

一
 

あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
つ
い
一
一
、固
定
資
産
税
 

答
 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
靖
エ
ー
 

問
 
街
灯
が
少
な
す
ぎ
る
が
、
 

今
少
し
増
般
出
来
な
い
も
の
 

問
 
市
長
交
際
費
の
内
の
各
腫
 
て
は
、

事
業
実
施
と
同
（
に
 
答
 
街
灯
は
、
毎
年
旧
村
毎
に

団
体
に
対
す
る
支
出
は
明
年
 
建
築
王
の

自
費
を
も
つ
て
取
 

五
ケ
所
位
づ
‘
増
般
す
る
予

度
よ
り
項
目
別
に
子
算
化
し
 

除
く
と
い
う
念
書
を
取
つ
て
 

定
で
居
り
ま
す
 

た
ら
ど
う
か
 
居
り

ま
す
 

町
 
水
道
工
事
の
起
債
で
財
政

答
 
お
説
の
と
お
り
い
た
し
た
 
間
 
田
町
方
面
の
水
道
水
の
出
 

が
苦
し
く
た
る
上
う
な
こ
と

い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
 
が
悪

る
い
の
で
早
急
に
解
決
 

に
な
ら
な
い
か
 

声
濡
漕
線
内
に

汰
ま

ー
し
て
い
凌
き
た
い
 

答
 
水
道
事
業
は
公
営
企
業
で
 

将
来
亭
菜
遂
行
上
支
障
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ

れ
が
対
策
に
万
全
を
期
し
て

も
ら
い
た
い
 

答
 
都
市
計
画
線
内
に
建
造
せ

ぬ
様
、
御
注
意
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
万
止
む
を
得

ず
線
よ
り
幽
る
建
物
に
対
し
 

長
橋
地
区
 

脚
 
十
二
月
十
四
日

午
后
一
時

所
 
野
 
里
 

小
 
学
 
校
 

問
 
市
民
一
人
当
り
の
当
市
、
 
4
松
島
中
学
校
及
栄
中
学
校
整

黒
石
、
三
本
木
の
税
額
は
ど
 

倫
臨
業
費
 
百

十
万
円

の
位
に
な
つ
て
居
り
ま
す
か
 
5
飯
詰
小
学
校
災
害
復
旧
費

答
 
五
所
川
原
市
一
、
八
八
一
円
 

一
千
五
百
万
円

黒
石
市
 

一
、七
一
一
。円
 
6
公
営
住
宅
建
設
事
案
費

三
本
木
市
 

一
、五
O
。
円
 

七
百
七
十
万
円

問
 
本
年
度
の
起
債
見
込
額
は
 
7
母
子
療
及
保
育
所
建
設
費

ど
う
な
つ
て
居
り
ま
す
か
 

一
百
万
円
 

答
 
左
の
通
り
で
す
 

8
結
核
病
棟
建
設
事
業
費
 

1
市
役
所
増
築
事
業
費
 

、

「
百
万
円
 

」
百
五
＋
万
円
 
9
重
要
幹
線
街
路
整
備
費
 

O

一
 
般
 
税
 

2
七
ッ
舘
小
学
校
改
築
事
業
費
 

一
一
百
万
円
 
一
、市
民
税
 

四
百
五
十
万
円
 
1
0上
水
道
事
業
費
 

◇
ニ
十
九
年
度
 

3
松
ノ
木
小
学
校
改
築
事
業
費
 

一
千
七
百
万
円
 

平
均
税
率
百
分
の
五
、
一
大
 

五
百
大
十
万
円
 
1
1公
益
質
屋
運
転
資
金
 
◇
三

十
年
度
 

て
は
、
三
月
頃
に
な
る
も
の
 
◇
一
一
十
九年
度
 

と
考
え
ら
れ
ま
す
 
平
均
税

率
百
分
の
ニ
、三

一
 

間
 
市
政
説
明
会
を
度
●
開
い
 
◇
三
十
年

度
 

松

島
地
区
 

時
 
十
二
月
十
五
日
午
后
一
時

所
 
松
 
島
 
中
 
学
 
校
 

問
 
最
業
振
興
関
係
の
予
算
が
 
間
 
ビ
」

1
ル
苗
代
に
対
す
る

少
な
い
 
補

助
を
子
算
化
L
て
ほ
し
い

答
 
農
糞
振
興
関
係
の
子
算
に
 
答
 ビ
ー
ー
ール
苗
代
に
対
す
る

つ
い
て
は
、
積
寒
法
の
五
ケ
 
補

助
に
つ
い
て
は
、
保
温
折

年
延
長
に
伴
な
つ
て
、
五
億
 
衷

苗
代
に
対
す
る
補
助
と
合

三
千
万
円
の
貴
業
振
興
計
画
 

計
し
て
現
在
五
万
坪
で
一
一十

を
樹
立
、
三
十

一
年
度
か
ら
 

五
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て

五
ケ
年
計
画
に
基
づ
い
て
実
 

居
り
ま
す
が
三
十
一
年
度
は

施
の
子
定
で
あ
り
ま
す
 

も
つ
と
増
額
す
る
方
針
で
す
 

品
、
林
檎
加
工
等
が
あ

下
計
画
中
で
あ
り
ま
す
 

毘
沙

門
地

優
 

時
 
十
ニ
月
十
五
日
午
后
一
時

所
 
毘

沙

門
小
学

校
 

今
年
度
よ
り
笑
施
さ
れ
る
畏
 間
 
土
地
改
良
事
業
を
推
進
す
 

新

年

互
札
会
 

新

年
を
毒
ぐ
、

市
主

催
の
新

年
互

破

曾
は
一
 

競
井
響
舞

叔
鷺
線

競
ジ

碑
響
麟
脇
慧
ザ
あ
り
、一同
乾一
 

中
川

地
区
 

時
 
十
二
月
十
五
日
午
后
一
時

所
 
中
 
川
 

中
 
学
 
校
 

で
あ
つ
て
当
市
だ
け
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
然
し
自
治
庁
の

平
均
価
格
ま
で
上
げ
た
価
格

で
課
税
し
た
場
合
は
皆
さ
ん

の
負
担
が
も
つ
と
重
く
な
る

の
で
す
が
、
 一
割
三
分
位
の

上
昇
に
と
y
め
た
の
で
、
昨
 

二
十
九
年
度
の
課
税
額
よ
 

幾
分
か
高
く
な
つ
て
い
ま
す

当
地
区
は
合
併
前
と
合
併
後

も
税
率
は
百
分
の
二
で
す
か

ら
価
格
の
上
つ
た
分
だ
け
高

く
な
つ
て
い
ま
す
 

楽
 
地
 

区
 

時
 
十
二
月
十
五
日
午
后
一
時

所
 
姥
 
施
 
小
 
学
 
校
 

答
 
像
金
の
支
払
等
の
関
係
で
 

落
下
に
注
意
さ
せ
て
下
さ
い

お
そ
く
な
つ
て
お
h
ま
す
が
 
答
 
誠
比
申
訳
な
い
こ
と
で
．
 

今
年
度
か
ら
は
な
る
べ
く
早
 

よ
く
気
を
つ
け
さ
せ
、
今
后

く
購
入
す
る
よ
う
に
致
し
た
 
か
・

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

い
と
思
つ
て
い
ま
す
 

致
し
ま
す
 

間
 
晦
芥
運
搬
の
際
、
ゴ
ミ
．の
 

三

好
地
区
 

時
 
十
二
月
十
五
日
午
后
一
時

所
 
鶴
ケ

岡
小
学

校
 

問
 
昭
和
一
一十
九
年
度
全
三
十
 

五
所
川
原
は
 
百
分
の」
、一
一

年
度
と
赤
字
財
政
が
累
増
し
 

栄
 
ク
 

ー
ー
、
五

て
き
た
あ
か
つ
き
に
は
市
の
 

長
 
橋
 

ク
ー
 
二
八

財
政
は
ど
う
な
る
か
 
松
 
島
 
ク
 

ー
、八

答
 
昭
和
三
十
年
度
に
於
て
は
 

飯
 
詰
 
ク
 

ー
ー
、
五

＋
」
月
六
日
現
在
の
調
査
で
 

中
 
―
川
 
〈
 

一一
、o
 

三
百
万
円
位
の
黒
字
と
な
る
 
三
 
好
 

（
 

一一
、四
 

よ
う
で
す
 

毘
沙
門
 
ク
 

」
、o
 

問
 
旧
五
所
川
原
と
旧
村
と
の
 

昭
和
三
十
年
度
は
合
併
協

納
税
成
績
は
ど
う
な
つ
て
お
 

定
書
に
よ
り
均
一
課
税
と
な

る
か
 

つ
て
い
ま
す
か
ら
各
地
区
共
 

十
一
月
三
十
日
我
在
む
取
 

市
税
条
例
に
よ
り
 
百
分
の

紺
率
は
現
年
度
は
三
九
％
で
 

ニ
、O

と
な
つ
て
い
ま
す

過
年
度
分
を
合
せ
る
を
一
「
 
間
 
市
民
税
に
於
て
世
帯
主
以

九
％
で
納
税
成
績
が
非
常
に
 

外
に
も
個
人
別
（
平
均
割
）
 

悪
い
状
態
で
す
か
ら
未
納
者
 

が
賦
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
 

は
早
く
納
入
さ
れ
る
ょ
う
お
 

三
好
村
に
は
か
つ
て
こ
ん
な

願
い
致
し
ま
す
 

こ
と
が
な
か
つ
た
 

殊
に
」
、
三
年
前
か
ら
滞
 
答
 
家
事
専
従
者

（
巌
事
昌
業

納
し
て
い
る
方
A
に
は
再
三
 
の

場
合
）
で
あ
る
成
年
に
対

お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
が
 
す

る
市
民
税
均
等
割
の
際
税

脇
カ
し
て
い
た
だ
け
な
い
方
 
に
つ

い
て
、
最
業
所
得
者
お

A
に
は
万
や
む
な
く
差
押
を
 
疑

義
あ
る
こ
と
・
思
い
ま
土

執
行
し
て
取
立
て
る
よ
り
方
 
か
ら

御
説
明
致
し
ま
す
 

一

法
が
な
い
状
態
で
す
 
そ
の
者
が
生
計
を

ー
に
す

尚
十
」
月
「
日
現
在
の
各
 
る
親

族
の
事
業
に
従
事
す
る
一

地
区
の
納
税
成
級
は
左
の
通
 
こ

と
に
よ
つ
て
、
そ
の
仕
主

り
で
あ
り
ま
す
 
ビ

よ
る
収
入
か
ら
直
掻
、
間
 

五
所
川
原
響
驚
蛇
競
 
護

銘
錐
禦
銚

畔
 

・

に
 
‘
 
〈
 
大
、

ニ
四
％
 

問
わ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
又
 

j
 

ー
 
ク
 

ー
、匹
九
％
 

農
業
所
得
が
世
帯
主
の
も
の
 

栄
 
？

耀
「
m
 
」
拷
穀
気
瑠

讐
 

松
 
島
 
”
 
油
証
に
呼
 

も
の
か
句
い
い
い
わ
』
和
か
 

三
 

好
 
”
 
熱

m
媛
 

協
者
と
の
負
招
の
吻
衝
上
課
一
 

中
 
川

毘

沙
門
 

A
ロ
 

計
 

間
 
各
地
区
の
周
定
資
産
税
の
 

て
い
る
た
め
課
税
さ
れ
な
い

税
率
は
ど
う
な
つ
て
い
る
か
 

と
な
つ
た
繊
合
は
瞬
税
上
不

答
 
昭
和
ニ
十
九
年
度
の
固
定
 

均
衡
課
税
と
な
り
ま
す
か
ら

資
産
税
の
税
率
は
一
町
大
 
課
税
対
象
と

な
る
の
が
当
然
一

ケ
村
合
併
前
の
各
A
の
条
例
 
で

あ
る
と
解
訳
さ
れ
て
い
ま
 

市

政
説
明

会
 
の
 

市

民
の

声
に
お
答
え
 

市
政
運
営
状
況
を
、
市
民
の
皆
様
方
に
正
し
く
認
織
し
て
い

た
だ
き
、
市
勢
発
展
に
御
協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
の
広

報
活
動
の

一
環
と
し
て
、
去
る
十
ニ
月
十
四
、
五
、
大
日
の
三

日
間
、
第
一一
回
市政
説
明
会
を
各
地
区
毎
に
開
催
敢
し
ま
し
た

以
下
は
、
其
の
際
、
各
地
区
市
民
の
御
意
見
、
御
要
署
の
主

な
る
も
の
に
つ
い
て
、
各
担
当
課
よ
り
そ
れ
・乙
、
回
答
し
て
も

ら
い
皆
様
方
に
御
了
承
し
て
い
た
だ
ノ
』こ
と
に
致
L
ま
し
た
o
 

何
卒
よ
ろ
し
く
御
指
導
、
御
協
力
の
程
を
お
願
い
致
し
ま
す
 

五
所
川
原
地

区
 

“
 
十
ニ
月
十
六
日
午
後
六
時

所
 
市
 
公
 
民
 

舘
 

m
濃
環

は
媛
也

、
声
凄
陰

m
（
隣
海
 
あ
り
ます
ので
、そ
の躍
理
 

い
競
熊
“
隷
競
無
騒
」
」
騒

慧
」
雛
熊

勘
熱
罷
い
薄
 

れ
て
居
り
ま
す
、
何
ん
と
か

早
く
致
し
た
い
と
思
つ
て
い

ま
す
 

額
起
債
に
よ
る
の
で
、
こ
の

慣
還
も
水
道
便
用
料
等
の
自

己
収
入
に
よ
つ
て
賄
う
の
で

市
の
一
般
財
政
に
は
今
の
と

こ
ろ
影
響
な
い
と
思
い
ま
す

問
 
税
金
が
昨
年
よ
り
高
く
な

つ
て
い
る
か
ど
う
か
 

答
 
市
税
全
体
か
ら
見
た
場
合

は
安
く
な
つ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
り
ま
す
 

昨
年
度
は
合
併
前
の
各
々

の
町
村
条
例
に
基
づ
い
て
課

税
さ
れ
、
十
月
一
日
の
合
併

後
も
そ
の
ま
、
の
税
率
を
適

用
し
て
い
ま
す
か
ら
各
地
区

共
、
同
一
に
課
税
さ
れ
て
は

い
ま
せ
ん
。
 

左
に
参
考
ま
で
に
主
な
る

税
に
つ
い
て
検
討
し
て
見
‘
 

し
よ
う
。
 

一
百
三
十
万
円
 
て
も
ら

い
た
い
 

平
均
税
率
百
分
の
一一
、O
。
 

町
 
水
ケ
沢
の
開
拓
地
関
係
は
 
答
 
出
来
得
れ
ば
三
ゲ
月
に

ー
 
こ
れ
に
よ
る
減
額
は
、
百
三

ど
う
な
つ
て
い
る
か
 
回
位

開
き
た
い
と
思
つ
て
居
 
十
一万
八
千
四
百
十
四
円
と
な
 

飯

詰
地

雇
 

時
 
十
二
月
十
四
日
午
后
一
時

所
 
飯
詰
支
所
曾
議
室
 

答
 
水
ケ
沢
の
開
拓
は
目
下
最
 
ま
す
 
つ

て
居
り
ま
す
。
 

問
 
毘
沙
門
地
区
の
湿
田
を
乾
 
の
規

定
す
る
助
成
の
外
に
市

后
の
交
渉
段
階
に
あ
り
県
と
 
尚
、

三
十
年
度
は
全
国
的
に
 
田

化
す
る
た
め
用
排
水
施
般
 

と
し
て
も
三
十
一
年
度
に
於
 

固
定
資
産
の
価
格
は
、
土
地
に
 
の

改
善
を
要
望
し
ま
す
 
て
予
算
化
し

た
い
と
思
つ
て

於
で
二
割
乃
至
詠

五
分
の
上
声

に
ゆ
問
題
m
に

に
苫
 

ー
居
ゆ
は
け
 

平
均
税
率
百
分
の
三
、大
九
 
一
「一元

九
糾
「
家
屋
o

、
八
八
 
准
助
成

暗
噴
●
ど
e
H
う
に
 

中
み
御
意
志
に
副
う
よ
（
努
 

勲
覧

る
減
熱、
六
百
六割
と
な
争
』
勲
 
答
考脱
」
「
」て
は
、政
府
 R
J
た
い
 

昇
、
家
屋
に
於
て

一
割
乃
至

一
 
業
振
興
計
画
の
中
に
織
込
ん
 

る
た
め
、
土
地
改
良
区
設
立

割
五
分
の
増
率
の
指
旨
が
あ
り
 
で

あ
り
ま
す
 

し
た
い
か
ら
指
導
さ
れ
た
い

ま
し
た
が
、
本
市
に
於
て
は
最
 
間
 
二
，
 三男
片
策
と
し
て
の
 
答
 
土
地
改
良
区
般
立
に
つ
い

少
限
の
増
昇
に
止
め
、
 
土
地
 
卿

師
池
沃
晒
に
っ
中
て
、
 入
 

て
吐
い
お
脱
の
囲
り
で
あ
る
 

問
 
宅
地
の
価
格
は
中
川
地
区

と
五
所
川
凍
地
区
と
同

一
で

あ
る
か
ど
う
か
 

答
 
自
治
庁
の
指
不
価
格
即
ち

全
国
市
町
村
に
政
府
よ
り
指

示
せ
ら
れ
た
平
均
価
格
は
当

市
の
各
地
区
毎
に
価
格
が
指

承
せ
ら
れ
た
の
叫
す
が
、
当

市
の
揚
合
は
、
士
地
に
於
て
 

」
割
乃
至
ニ
割
五
分
昨
年
よ

り
高
く
な
つ
て
」
・
ます
、
こ

れ
は
全
国
的
に
二
割
乃
至
一
一

割
七
分
高
く
な
つ
て
し
る
の
 

答
 
十
一
月
三
十
日
現
在
の
収
 

m
飯
 
詰
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一
一
誕
気
 
遍
統
郵
欝

納
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義
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三
、
一
五
％
 
な
く

雇
入
れ
た
場
合
は
雇
用

ク
 

ーー
、大
一
％
 
者

に
報
慣
を
払
わ
な
け
れ
ば

ク
 
五
、
二
一
％
 
な
ら

な
い
の
が
当
然
で
あ
り

中
 
一
一
、匹
（し
％
 

専
従
者
が
生
計
を
同
じ
く
し
 

問
 
学
校
、
支
所
の
薪
炭
購
入
「
 
価
格
も
安く
瞬
入
で
き
る
と
 
に

基
き
税
率
が
異
つ
て
い
ま
 
す

そ
れ
で
当
市
で
は
課
税
し

を
早
く
し
て
い
た
だ
ナ
ま
，
一
 
思
い
ま
す
 
し

た
 

て
お
り
ま
す
 
か
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参
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西
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事
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金
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大
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公
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金
 

一
、三
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O
円
 

電
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電
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職
員
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金
 
三
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。
。
円
 

市
役
所
職
員

一
同
 

合
計
 
一
七
、九
ニ
」
円
 

三
、
義
損
品
の
部
 

一
、
学
用
品
 
ノ
ー
ト
他
 同

 
同
 
遺
族
は

届
出

を

皆
さ
ん
の
中
で
終
戦
後
、
満

同
 
洲
国
通
化
市
に
お
い
て
、
今
の

中
共
及
北
鮮
軍
と
日
本
の
旧
軍

同
 
人
及
一
般
邦
人
が
戦
斗
を
交
え

多
数
の
犠
性
者
を
出
し
た
事
件

同
 
が
あ
つ
タ
こ
と
を
ビ
存
知
で
す

か
、
当
時
の
こ
と
を
通
化
」
・

同
 
三
事
件
と
称
と
さ
れ
て
い
ま
す

と
こ
ろ
が
、
皆
さ
ん
の
中
に

同
 
こ
の
通
化
」

・
三
事
件
で
、
父
 

る
A
な
さ
ま
の
お
心
に
訴
え
水
 

孟
」
「
「「
夢

御
理解
あ
 
入
学
見
童

数
 

感
謝
運
動
の
噂
旨
に
叫
賛
同
下
 
似
 
ノ
 
太
 

三
川
 

四
一
一
 

ー
 
、ー一
 

 ー
 

が
、
去
る
＋
二
月
四
日
か
ら
十

日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
、
そ
れ
 

l
、
，運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
市
に
於
て
も
、
法
務
局

五
所
川
原
支
局
と
共
催
で
、
公

民
舘
、
大
映
劇
場
、
映
画
劇
場

に
於
て
、
人
櫓
擁
護
に
関
す
る

ス
●
イ
ド

「
村
を
明
る
く
す
る

風
船
」
を
上
映
し
市
民
か
ら
好

評
を
拍
し
ま
し
た
。
 

、
 
基
本
的
人
権
は
侵
す
こ
 

ー
と
の
出
来
な
い
永
久
の
権
 

《
利
で
あ
り
ま
す
。
 

一
 
こ
の
尊
い
人
権
を
侵
さ
 

”
れ
な
い
よ
5
に
努
め
ま
レ
 

”
 
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

・
 

【
局
は
皆
さ
ん
の
人
権
を
雌
】
 

～
護
す
る
機
関
で
あ
り
ま
す

ー
 

ー
か
ら
、
人
権
間
餌
だ
と
鳳
一
 

《
つ
た
ら

一
寸
相
談
を
お
か
、
 

」
け
下
さ
い
。
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一
 
青
森
地
方
法
務
局
 

v
 

‘
灘
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山
 
口
 
隆
 
栄
《
 

一
市
内
小学
校
 

今
年
四
月
入
学
す
る
、
市
内
 

三
九
 

没
両
部
落
の
人

A
へ
幾
ら
か
で
 各
小
学
校
の
児
童
数
は
左
の
通

も
真
・
。の
こ
も
つ
た
お
見
舞
を
 
り
で
、
昨
年
度
よ
り
約

一
三
〇
 

差
上
げ
た
‘
い
と
の
趣
旨
か
ら
、
 

名
の
増
加
と
な
つ
て
い
る
o
 

目
屋
水
没
部
落
感
謝
運
動
推
進
 

校
名
 

昨
年
 
今
年
 

会
が
結
成
さ
れ
目
下
活
発
な
運
 
五
所
川
原
 
三
九
六
 
四
ニ
o
 

動
を
展
開
し
て
居
り
ま
す
。
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ニ
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、

i
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当
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於
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の
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謝
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乙
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区
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日
迄
に完
成
の子
定
であ
る
が
 
引
き
残

額
が
家賃
の
六
倍
以
上

営
住
宅

の
入
居
者
は

こ
の委
員
の顔
ふ
れは
、
 険
若
しく
は衛
生
上有害
な
状

一
こ
・？
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
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入
1
1
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J幽
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汽
濡
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五
 

九
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四

八
、四
八大
 

八
、四八
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八
、四大
大
 

八
、三
五八

八
、」
九八
 

大
、七
大九

大
、七
五六
 

大
、七
四五

大
、七
五四
 

大
、大
一
一
一

大
、五
八七
 

大
、五
七五

大
、五大
五
 

大
、五四
四

大
、三大
っ
 

大
、三
五一
 

大
、三
大一
一
 

大
、ニ
九
五
 

大
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九
九
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門
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区
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併
‘
依
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昭
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え
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一
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原
市
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堵一 

市役
所厚生

課で
は、
去ス 

義

損金
品

を贈る 

国
圏
田
圏
圏
羽
田
璽
 
中
 

ー
コ
自
伯
で
）
モ
師】
月
 

田
圏
田
圏
圏
圏
田
圏
 
ー
 

◇
よ
ろ

こ
び
の
部
（
出
生
）
 

五
所
川
原
 

松
本
薫
子
、
金
川
記
子
、
岩
谷

雅
子
、
竹
山
文
美
子
、
間
山
真

好
、
蒔
田
真
知
子
、
山
口
文
子

鶴
谷
真
理
子
、
大
村
等
、
宮
崎

均
」
、
原
世
悦
、
小
田
桐
広
巳

三
上
道
子
、
北
川
育
子
、
寺
田

昭
弘
、
山
田
一
」
三
、
長
尾
光

記
、
小
野
敏
子
 

栄
 

白
戸
由
喜
子
、
土
岐
東
」
、
エ
 

藤
千
春
、
三
上
秋
子
、
平
山
富
 

子
、
エ
藤
ふ
み
子
 

畏
 
需
 
、
 

伊
藤
健
一
、
高
橋
ち
さ
子
、
須
 

藤
周
子
、
杉
野
海
光
、
石
岡
功
 

石
岡
啓
子
 

飯
 
詰
 

今
仁
志
、
坂
本
省
ニ
、
柴
田
し
 

げ
子
、
中
村
比
登
美
、
奈
良
美
 

栄
子
、
野
宮
郁
子
、
浜
舘
弘
子
 

岡
田
富
士
子
、
坂
本
秀
子
 

松
 
島
 

安
田
患
子
、
高
需
順
子
、
臓
．

ノ

木
村
ノ
リ
子
、
木
村
和
則
、
木
 

村
正
由
喜
、
荒
関
淳
一
、
小
 

チ
ェ
子
、
小
野
真
裕
 

中
 
川
 

奈
良
十
美
子
、
三
浦
隆
博
、
佐

藤
由
美
子
、
奈
良
政
道
、
原
順

子
、
奈
良
博
章
 

三
 
好
 

木
村
美
佐
子
、
小
野
環
、
川
浪

民
雄
、
 一
戸
文
子
、
野
呂
裕
子

川
浪
秋
江
、
 一
戸
正
二

◇
 
かな
し
み
の
部

（
死
亡
）
 

五
所
川
原
 

主
上
玉
枝
（
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毛
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代
太
 

郎
（
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）
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い
ま
（
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嶋
村
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千
代
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）
 
山
上
鉄
四
郎
（
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生
弥
吉
（
6
9)
 

栄
 

成
田
茂

（
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）
 

長
 

僑
 

石
岡
良
子
（
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）
 
片岡
秋
朗
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笹
森
洋
子
（
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）
 

飯
 
詰
 

阿
部
勇
三
（
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）
 
中谷
フ
戸
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佐
々
木
隆
志
（
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川
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五
郎
（7
4）
高
橋
友
太
郎
（
6
4）
鳴
 

海
清
造
（
1
5)
 

松
 
島
 

対
罵
り
五

（
6
6）平
山
兼
則
（
2
4)
 

中
 
川
 

田
中
ソ
ワ
（5
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三
 
好
 

小
野
き
く
（
6
1）
 神
昭
造
（
2
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母
、
兄
弟
、
妻
子
或
い
は
夫
を

亡
く
さ
れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た

ら
至
急
市
役
所
厚
生
課
へ
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
 

こ
の
届
出
に
よ
つ
て
、
通
化

ニ
・
三
事
件
合
同
遺
族
会
が
機

牲
者
名
簿
を
作
製
し
政
府
に
実

情
を
訴
え
遺
族
援
護
方
を
陳
情

す
る
の
で
す
か
ら
、
 一
人
洩
れ

な
く
届
出
さ
れ
る
よ
う
お
覇
い

致
し
ま
す
。
 

目
屋
水
没
部
落
 

感
謝
 
の
 
員
心
を
 

田
園
都
 

総
像
一
 

市
 

当
市
の
農
家
戸
数
は
 三
、五

八
一
戸
で
、
全
戸
数
の
五
割
以

上
を
し
め
て
居
り
市
の
発
展
は
 

ー
に
農
村
振
興
如
何
に
か
・
つ

て
居
り
、
外
崎
市
長
も
就
任
早

々
か
ら
田
園
都
市
建
設
の
瞬
想

を
練
り
、
関
係
方
面
に
諸
調
査

方
を
依
頼
し
着
々
準
備
を
進
め

て
参
つ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
程
こ

れ
が
具
体
案
が
出
来
た
の
で
、
 

昭
和
三
十

一
年
度
か
ら
全
三
十

五
年
度
ま
で
の
五
ケ
年
計
画
で
 

「
農業
振
嘆
事
業
」
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

市
農
業
の
特
色
 

五
所
川
原
市
は
水
田
 三
、七
 

O
〇
町
歩
が
主
柱
を
な
し
、
こ

れ
に
リ
ン
ゴ
畑
約
五
O
〇
町
歩

一
般
畑
地
約
大
O
O
町
歩
、
山

林
原
野
約
五
、
四
つ
O
町
歩
が

支
柱
と
な
つ
て
い
る
。
 

水
田
は
土
地
生
産
力
が
低
く

し
か
も
区
画
整
理
が
実
施
さ
れ

て
居
ら
ず
、
最
道
又
不
完
備
で

あ
る
。
し
か
も
加
え
て
濯
慨
排

水
共
に
不
良
で
、
溜
池
も
又
老

朽
化
し
て
い
る
。
 

水
田
歯
既
用
河
川
は
岩
木
川

を
主
流
と
し
、
こ
れ
に
旧
＋
川

松
野
木
川
、
天
神
川
、
巌
詰
川

等
が
あ
る
が
何
れ
も
改
修
整
備

を
要
す
る
。
 

主
柱
を
な
し
て
い
る
水
田
に

は
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ

り
、
従
つ
て
、
リ
ソ
ゴ
畑
、
畑

地
、
山
林
原
野
も
水
田
と
タ
イ

ア
ツ
プ
し
て
最
業
生
産
カ
を
高

度
に
発
揚
し
得
る
段
階
と
は
程

還
い
状
態
で
あ
る
。
 

畜
産
の
振
興
も
又
未
し
の
憾

み
が
あ
る
。
 

山
林
地
帯
に
は
林
産
物
も
多

プ
は
あ
る
が
、
全
般
的
な
ウ
ェ
 

ー
ト
は
低
い
。
 

振
興
の
構
想
 
‘
 

将
来
市
最
業
の
振
興
を
計
る

た
め
に
は
一
方
に
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
最
業
の
主
柱
を
な
ナ
 

」
O
五
点
 

二
、
日
用
品
 
石
敵
他
 九

点
 

五
中
校
生
徒
会

一
同
 

通
化
事
件
の
 

一
、
義
損
金
の
部
 

金
 

一
、四
〇
〇
円
 

津
軽
工
事
●
務
所
職
員
 

金
 
一
、〇
。
。
円
 

五
所
川
原
税
務
署
職
員
 

金
 
二
、〇
。
O
円
 

青
銀
支
店
職
員

金
 
八
〇

O
円
 

青
地
裁
支
部
職
員
 

金
 
三
。

O
円
 

五
公
職
安
定
所
職
員
 

金
 
三
、
一
七
一一
円
 

五
中
校
生
徒
会
 

金
 
五
四

。
円
 

五
所
川
原
保
健
所
職
員

金
 
四
、。
。
。
円
 

み
な
さ
ま
御
承
知
の
目
屋
ダ

ム
の
建
設
も
、
総
予
算
ニ
十
大

億
九
千
五
百
万
円
で
、
い
よ
い

よ
明
春
よ
り
着
エ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
ダ
ム
の
建
設
は
、
今
ま

で
の
水
害
を
な
く
し
、
逆
に
水

利
の
便
を
よ
く
し
、
農
耕
地
を
 

多
く
し
て
食
組
の
増
産
を
実
現

す
る
と
と
も
に
‘
そ
の
他
産
業

経
済
の
振
興
を
促
し
、
更
に
電

源
の
開
発
等
、
将
来
地
方
の
福

利
を
大
き
く
増
進
せ
し
め
る
根

本
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
る
に
こ
の
ダ
ム
建
設
の

た
め
に
は
、
西
目
屋
村
砂
子
瀬

川
原
平
の
両
部
落
約
百
世
帯
の

人

A
が
水
没
犠
牲
者
と
な
り
、
 

永
年
営

4
と
築
き
あ
げ
た
大
事

な
故
郷
を
捨
て
、
他
に
立
ち
退

か
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
こ
と

は
、
地
方
の
た
め
、
国
の
た
め

と
は
申
せ
誠
に
お
気
の
毒
で
あ

り
、
真
に
同
情
に
堪
え
よ
い
こ
 


